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（企業内家政学士）

1978年 日本ヒーブ協議会設立

生活者と企業の双方を理解し、新しい価値を創造・
提案することで生活者の利益および企業の健全な
発展に寄与することを使命とし、活動する会



ご支援いただいている賛助企業様（50音順）



ご支援いただいている賛助企業様（50音順）



消費者関連部門などで働く女性が「生活者と企業のパイプ役」として、
生活者と企業の双方の視点を持ち、企業・社会で活動



「生活者の認識と企業の
常識のギャップ」事例集

お客様の声が企業の商品や
サービスに反映された事例集

前年の活動報告を記した冊子
「Report HEIB」

40周年を機に作成
生活者と企業のこれからを描いた
「Design the Future」



（2013年 日本ヒーブ協議会35周年記念）

「お客様の声を活かした取り組み55事例」

 企業はお客様の声を活かして取り組みをしているが、
生活者には伝わっていないケースが多いことから、
異業種企業団体の特性を活用して冊子にまとめて、
生活者・企業の協働の重要性を伝えました。

 企業がお客様の声から生活者のライフスタイルや
社会の変化を捉え、商品・サービスの改善や開発に
活かした事例を紹介



企業の対応の19社33の事例を収集して
7カテゴリーで掲載

「超高齢社会における企業の消費者対応」
（2015年度 日本ヒーブ協議会～お客様の声を活かした取り組み33事例～）

例）
安心・サポート



生活者と企業の関係は、かつての「企業VS生活者」として
相対していた関係から「社会課題を視野に入れ同じ方向を向いて
共に創る新しい関係性」へと大きく変化。
40周年を機にヒーブが描いた10年後は、
「生活者視点」を中心とした生活者と企業と行政との
新たな三位一体のダイナミックな関係。



【生活者】自律的な幸福へ
・一生涯の学びと貢献
・多様なコミュニティとの繋がり

【企業】健全かつ持続的発展へ
・イノベーションを生む
・選ばれる企業になる

【行政】生活者と企業のダイナミックな
新しい関係を支援

・共に将来を描き政策に反映

「生活者が変わる」「生活者と企業の“境が溶け
る”」社会の中で、「生活者と企業のダイナミックな
新しい関係」を先導するヒーブはNext Stageを進
行中。





ヒーブのパーパス・北極星★

Weでつくる幸せシナジー
～誰もが自分らしさを発揮して混じりあい

生活者視点の価値を生みだす社会へ

＜ヒーブの役割＞
①生活者と新しい価値を共に創る
②進化する幸せ組織の起点になる
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意見を出しやすくする、ちょっとしたルール



＜ヒーブの役割＞
①生活者と新しい価値を共に創る
②進化する幸せ組織の起点になる





ご静聴ありがとうございました

一般社団法人 日本ヒーブ協議会
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